
東
北
・
北
海
道
農
業
活
性
化
フ
ォ
ー
ラ
ム 

 

８
月
２４
日
に
札
幌
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
「
東
北
・
北
海
道

農
業
活
性
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
東
北
６
県
と
北
海
道
か
ら

農
業
委
員
等
１
２
０
０
名
以
上
が
参
加

し
ま
し
た
。
本
別
町
か
ら
は
６
名
が
参

加
し
ま
し
た
。 

      

 農
地
パ
ト
ロ
ー
ル 

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル(

農
地
利
用
状
況
調

査)
を
、
７
月
１０
日
に
実
施
し
ま
し
た
。

農
地
法
に
基
づ
き
、
農
地
利
用
の
確
認
、

遊
休
農
地
の
実
態
把
握
と
発
生
防
止
・

解
消
、
違
反
転
用
発
生
防
止
・
早
期
発

見
を
目
的
に
、
毎
年
パ
ト
ロ
ー
ル
し
て

い
ま
す
。 

 

長
年
の
遊
休
農
地
が
解
消
に
向
け
動

き
出
し
た
事
例
も
あ
り
、
今
回
そ
の
状

態
も
確
認
し
ま
し
た
。
優
良
農
地
を
確

保
す
べ
く
、
委
員
も
日
頃
の
通
常
業
務

と
し
て
担
当
地
区
内
農
地
を
確
認
し
て

あ 

最
初
に
、
全
国
農
業
会
議
所
事
務
局

長
の
伊
藤
嘉
朗
氏
に
よ
る
「
情
勢
報
告
」

が
あ
り
、
そ
の
後
北
海
道
大
学
大
学
院

教
授
の
野
口
伸
氏
に
よ
る
「
ス
マ
ー
ト

農
業
を
活
用
し
た
農
地
の
有
効
利
用
に

つ
い
て
」
の
基
調
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

野
口
氏
は
北
海
道
大
学
で
長
く
農
業
機

械
の
自
動
化
、
ロ
ボ
ッ
ト
化
、
リ
モ
ー

ト
セ
ン
シ
ン
グ
化
等
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
一
人
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
で
複
数

台
の
ト
ラ
ク
タ
ー
を
運
転
す
る
シ
ス
テ

ム
や
、
将
来
の
ス
マ
ー
ト
農
業
推
進
に

向
け
た
今
後
の
施
策
に
つ
い
て
、
ま
た 

お
り
ま
す
が
、
全
農
地
を
確
認
す
る
に

は
限
界
が
あ
り
ま
す
。
農
地
所
有
者
・

耕
作
者
の
ご
理
解
な
く
し
て
農
地
の
確

保
は
で
き
ま
せ
ん
、
今
後
と
も
一
層
の

御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

今
年
１０
月
に
利
用
が
開
始
さ
れ
る
準
天

頂
衛
星
「
み
ち
び
き
」
を
利
用
し
た
高

精
度
、
低
価
格
で
の
ロ
ボ
ッ
ト
農
機
の

研
究
な
ど
を
講
演
さ
れ
ま
し
た
。
ま
さ

に
時
勢
を
得
た
大
変
興
味
深
い
講
演
で

し
た
。 

そ
の
後
、
岩
手
県
、
宮
城
県
、
北
海

道
の
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
事
例
発
表
が
あ
り

ま
し
た
。 

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
若
い
人
材
が
希
望
を

持
っ
て
農
業
に
邁
進
で
き
る
環
境
づ
く

り
の
た
め
に
、
こ
れ
か
ら
も
活
動
し
て

い
く
こ
と
を
誓
い
閉
会
し
ま
し
た
。 

 

十
勝
東
部
地
区
農
業
委
員
会 

連
絡
協
議
会
研
修
会 

平
成
３０
年
度
十
勝
東
部
地
区
農
業
委

員
会
連
絡
協
議
会
研
修
会
が
８
月
３１
日

に
浦
幌
町
教
育
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
研
修
会
に
は
、
約
８０
名

の
農
業
委
員
が
出
席
し
、
本
別
町
か
ら

は
１４
名
が
出
席
し
ま
し
た
。 

研
修
会
は
、
北
海
道
マ
リ
ッ
ジ
・
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
秋
元
元
子

事
務
局
長
が
講
師
と
な
り
、「
婚
活
・
今

と
昔 

親
と
子
の
役
割
に
つ
い
て
」-

地

域
の
未
来
は
、
ひ
と
組
の
結
婚
か
ら-

と

題
し
、
農
業
後
継
者
の
結
婚
問
題
に
つ

い
て 

           

い
て
豊
富
な
経
験
と
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

の
結
果
に
基
づ
き
、
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

講
演
で
、
最
近
の
独
身
女
性
は
農
業
に

対
す
る
関
心
が
高
く
な
っ
て
き
て
い
る

こ
と
も
お
話
さ
れ
ま
し
た
。 

農
業
後
継
者
の
結
婚
相
談
、
女
性
の

農
業
に
対
す
る
思
い
な
ど
、
こ
れ
か
ら

の
結
婚
サ
ポ
ー
ト
活
動
を
続
け
て
行
く

上
で
非
常
に
有
意
義
で
参
考
に
な
る
も

の
で
し
た
。 

講
演
後
、
同
会
場
に
て
日
立
建
機
㈱

浦
幌
試
験
場
の
中
村
所
長
か
ら
、
試
験

場
の
概
要
等
に
つ
い
て
ビ
デ
オ
に
よ
る

説
明
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
後
、
試
験

場
に
移
動
し
て
建
設
機
械
の
耐
久
試

験
、
超
大
型
ダ
ン
プ
の
組
み
立
て
の
様

子
な
ど
を
見
学
し
ま
し
た
。 
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今年も農用地の売買が多くなる季節を迎えました。農地の売買や賃貸には相対で契約される農地法第３条（以

下：３条）の契約と、農業委員会が間に入る農業経営基盤強化促進法（以下：基盤強化法）による契約があるこ

とはご存じのことと思います。最近では、賃貸は３条で契約されることが多く、売買に関しては譲渡所得の特別

控除がある基盤強化法による契約が 90％以上となっています。そこで農業委員会が行う基盤強化法に基づく売

買・賃貸の利用調整の流れについて説明します。 

 

農地を売買・賃貸したい所有者（以下：出し手）が農業委員会に申し出 

 

「農地情報」（売買・貸付希望農地の図面、台帳、必要な書類等）の回覧 

☆回覧範囲は、基本的に農地所在の自治会、隣接耕作者（基盤強化法により農地の集団化が求められている）、

基盤強化法借入者に回覧する。ただし、条件によっては範囲を広げて回覧する場合もある。 

 

 

購入・借入希望者（以下：受け手）を募集し、説明 

☆事務局が必要事項を確認する。 

農地の価格決定 

☆現地を調査し、価格を決定する。受け手が複数の場合、順位を決める。 

●優先順位の選定● 

基盤強化法に基づき以下の条件を考慮し、順番を決定する。 

・地区内の認定農業者または地区内外の基盤強化法賃貸者 

・地区外の隣接耕作認定農業者（隣接地は道路を挟んでいても対象となる） 

・地区外の認定農業者  など 

この他、経営規模の比較、農用地の効率的利用、農用地の集団化、地域の中核的担い手の育成・確保等も踏

まえて総合的に判断する。 

※認定農業者には青年等就農認定者も含む 

 

利用調整会議の開催、その後総会にて決定・公告 

出し手、受け手の双方合意により、契約手続きに入る。 

☆出し手が価格やその他の理由で合意にならなかった場合、会議は終了。 

☆受け手が合意しなかった場合、農地情報の回覧範囲を広げて受け手を再度募集する。 

 



    

女
性
林
業
グ
ル
ー
プ 

『
も
も
ん
が
の
森
林
（
も
り
）』 

助
川 

早
苗
さ
ん 

     

平
成
１２
年
、
当
時
の
足
寄
地
区
林
業
指

導
事
務
所
（
現
・
十
勝
総
合
振
興
局
森
林

室
足
寄
事
務
所
）
が
、
本
別
町
で
開
催
し

た
「
女
性
林
業
教
室
」
を
き
っ
か
け
に
、
町

内
で
林
業
を
営
ん
で
い
る
農
家
の
女
性
や
、

森
林
、
山
に
関
心
を
抱
い
て
い
る
女
性
に

よ
り
誕
生
し
ま
し
た
。
名
前
は
地
域
の
森

に
生
息
す
る
エ
ゾ
モ
モ
ン
ガ
に
ち
な
ん
で

命
名
し
ま
し
た
。
地
元
の
恵
ま
れ
た
自
然

環
境
の
中
で
、
森
林
、
林
業
の
学
習
と
、
女

性
な
ら
で
は
の
発
想
で
森
林
づ
く
り
に
参

加
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
現
在
は
会
員
４

名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
１
月
に
勇
足
公

民
館
祭
り
に
出
展
す
る
作
品
の
制
作
、
２

月
に
地
域
の
子
供
た
ち
と
交
流
、
４
月
に

き
の
こ
の
植
菌
、
８
月
に
視
察
研
修
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

    

今
ま
で
に
は
、
勇
足
小
学
校
の
子
供
た

ち
と
、
き
の
こ
の
植
菌
を
し
て
、
秋
に
収

穫
し
た
き
の
こ
を
調
理
し
て
食
べ
た
り
、

学
校
の
回
り
の
木
の
名
前
を
学
習
し
、
木

工
制
作
も
行
い
ま
し
た
。 

            

こ
れ
ま
で
の
視
察
研
修
で
は
、
カ
ラ
マ

ツ
材
を
構
造
に
使
用
し
た
施
設
、
ペ
レ
ッ

ト
工
場
、
林
産
試
験
場
な
ど
、
管
内
、
管
外

と
た
く
さ
ん
の
場
所
を
見
学
し
て
き
ま
し

た
。
昨
年
は
美
蘭
別
の
斉
藤
さ
ん
宅
に
て
、

勇
足
保
育
所
の
子
供
た
ち
と
一
緒
に
植
樹

と
さ
つ
ま
い
も
の
収
穫
に
も
参
加
し
ま
し

た
。 

 

今
年
の
８
月
の
研
修
は
、
１０
月
１４
日
に

本
別
公
園
で
開
催
さ
れ
る
「
銀
河
の
里
ツ

リ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
に
参
加
協
力
す

る
た
め
に
、
浦
幌
町
で
木
工
小
物
入
れ
の

制
作
体
験
を
し
て
き
ま
し
た
。
釘
の
打
ち

方
を
て
い
ね
い
に
す
る
事
が
ポ
イ
ン
ト
で

す
が
、
な
か
な
か
む
ず
か
し
く
、
斜
め
に

打
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
木
が
か
け
て
し
ま

っ
た
り
し
ま
し
た
。
何
度
も
練
習
し
て
き

ま
し
た
の
で
、
当
日
交
流
す
る
子
供
た
ち

に
、
自
信
を
持
っ
て
教
え
て
あ
げ
ら
れ
る

か
な
ぁ
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
準
備
な
ど
で
大
変
だ
と
思
い

ま
す
が
、
当
日
楽
し
く
終
わ
ら
せ
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。 

               

             

今
後
も
家
族
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
無

理
な
く
、
自
分
た
ち
が
で
き
る
範
囲
で
、

楽
し
み
な
が
ら
、
そ
し
て
地
域
の
方
々
と

交
流
を
し
な
が
ら
活
動
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
是
非

一
度
参
加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

 

元

気

な

女

性

の

雑

感 

エゾモモンガ 

「きのこ栽培」体験学習にて 

き の こ の 植 菌 作 業 に て 



 

編
集
後
記 

９
月
６
日
午
前
３
時
７
分
、
携

帯
か
ら
の
J
ア
ラ
ー
ト
の
不
快

な
音
で
目
が
覚
め
る
。
「
緊
急
地

震
速
報
」
、
ほ
ど
な
く
し
て
揺
れ

る
。「
平
成
30
年
北
海
道
胆
振
東

部
地
震
」
の
発
生
で
あ
る
。
朝
の

街
の
様
子
が
異
様
だ
っ
た
。
い
つ

も
と
変
わ
ら
な
い
街
並
み
に
見

え
た
が
、
全
て
の
信
号
機
が
点
い

て
い
な
い･

･
･

。
地
震
に
よ
り
苫

東
厚
真
火
力
発
電
所
を
は
じ
め

と
す
る
、
道
内
全
て
の
発
電
所
が

緊
急
停
止
し
た
影
響
に
よ
り
、
道

内
全
戸
２
９
５
万
戸
で
停
電
。
俗

に
言
う
「
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
」
で

あ
る
。
こ
こ
で
一
番
驚
い
た
の

が
、
泊
原
子
力
発
電
所
が
停
止
し

て
い
る
今
の
北
海
道
の
電
力
の

半
分
を
、
被
災
し
た
苫
東
厚
真
火

力
発
電
所
が
補
っ
て
い
た
と
言

う
事
で
あ
る
。
苫
東
厚
真
火
力
発

電
所
が
復
旧
す
る
ま
で
、
一
週
間

以
上
か
か
る
と
言
わ
れ
た
中
で
、

地
震
発
生
か
ら
３
日
で
停
電
が

ほ
ぼ
解
消
さ
れ
た
こ
と
は
、
復
旧

に
尽
力
さ
れ
た
北
電
の
関
係
者

に
対
し
て
た
だ
た
だ
感
謝
で
あ

る
。
電
気
を
失
う
事
で
他
の
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
ま
で
失
う
事
を
痛
感

し
た
。 

 

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
被
災

さ
れ
た
皆
様
に
、
心
よ
り
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
。 

広
報
委
員 

齊
藤 

一
成 
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